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［目的及び背景］  
 南房総地域では観光農業が盛んになっているが、農業振興の一環としてこれをさらに発展させるた
め、年末～５月の観光シーズンに、国が新しく育成した良食味の晩生カンキツ類を導入することが期待
されている。導入に当たって、これら品種の栽培特性や収量性、果実品質を明らかにして、本県の観
光果樹園あるいは直売などに適した品種の選定と、その栽培技術を確立する。  
   
［成果内容］  
１．「はるみ」、「あまか」、「不知火」、「清見」、「津之香」の５品種は、いずれも香り豊かで、果皮がむき
やすくて種子がほとんどなく、じょうのう膜が薄く柔らかいので食べやすい。肉質は柔軟多汁で、糖、酸
ともに高く食味は良好であった。 
２．収穫時期は、「はるみ」が１月、「あまか」が１～２月、「不知火」が２～３月、 「清見」と「津之香」が３
～４月であった。したがって、これらの品種を組合わせて栽培することにより、１～５月の観光需要に対
応して連続供給できる（表１）。 
３．樹体や果実を寒害や病害、鳥獣害から守り、品質の良い果実を生産するためには屋根掛けによる
施設栽培が有利であった（図１、図２）。 
４．土壌については、樹勢の弱い品種では粘質土よりも黒ボク土の方が初期生育の点で優れ、果実品
質の点では粘質土の方が優れる傾向があった（図３、４）。 
   
［留意事項］  
１．露地の場合、園地は冷気が停滞せず、寒風の当たらない温暖な場所が良い。また、防風、防寒対
策を徹底する。 
２．ウンシュウミカンに比べ樹勢の弱い品種が多いので、有機物投入による土壌改善やマルチ、かん
水による乾燥防止などを行って根の生長を促進し、樹勢の維持、強化を図る。 
３．生育不良や樹勢低下には、尿素等を葉面散布で養分補給して根群を活性化し、樹勢回復を図る。 
４．着果過多は樹勢の低下と隔年結果を引き起こすので、着果程度の適正化に心がける。  
   
［普及対象地域］ 県内ミカン栽培地域  
［行政上の措置］  
［普及状況］ 
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課題名：みかん狩りに適した新しい晩生カンキツの品種と安定生産技術の確立

 
［要約］成熟期の異なる「はるみ」、「あまか」、「不知火」、「清見」、「津之香」を屋根掛け栽培
することにより、外観がきれいで食べやすく、食味の良い果実が１～５月までの観光需要に
対応して連続的に供給できる。

 
ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分）栽培      （研究対象）果樹類－他のカンキツ類 
   （ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ) 晩生カンキツ、品種比較、雨除け、粘質土、黒ボク土、観光農業
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     （協力機関） 農業総合研究センター 暖地園芸研究所 環境研究室 
      （実施期間） 1998年度～2001年度 
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